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岸本 寿雄

1

GeorgeSchuyler(1895-1977)は,RhodeIslandのProvidenceに 生 ま れ た が,

主 に ニ ュ.__.ヨ.._.クのSyracuseで 育 っ て い る。NegroDigestに よれ ば,Schuyler

と言 う姓 は,独 立 戦 争 以 前 か らニ ュ ー一ヨー ク のAlbany地 域 で は,最 も古 い黒 人

の 姓 で あ る ら しい 。 高 校 卒 業 後,17才 で ア メ リ カ 陸 軍 に入 隊,有 名 な黒 人25連

隊 の 一 員 とな り,8年 間 そ こ に在 籍 して い る。 そ の 事 か ら,彼 の 文 筆 活 動 の基 礎

は,推 測 な が ら軍 隊 の 雑 誌Seru`ceに あ る と思 わ れ る。

シ ラ キ ュ ー ス で 肉体 労 働 に数 年 従 事 し,数 ヶ 月 放 浪 した 後,1923年 か ら1928

年 の 問,PhilipRandolph,ChandlerOwenと 共 に,黒 人 の 社 会 主 義 雑 誌The

Messengerで 働 き,24年 か ら はThePittsburghCourierに 関 わ っ た 。1937年 か

ら1944年 にか け て,TheCrisis誌 の ビ ジ ネ ス マ ネ ー ジ ャー,1944年 か ら1964年

の 間,Courier誌 のspecialcorrespondentと して,南 ア フ リ カ,西 イ ン ド諸 島,

フ ラ ン ス 領 の 西 ア フ リ カ,ド ミ ニ カ 共 和 国 へ 取 材 旅 行 を して い る 。National

Newsの エ デ ィ ター,NewYorkEveningPostのcorrespondentに も な っ て い る。

そ の 間1928年 に は テ キ サ ス の パ イ オ ニ ア 的 牧 場 や 銀 行 の 経 営 者 の娘 で バ レー ダ

ンサ ー兼 芸 術 家 のJosephineと 結 婚 し,一 児 を も うけ て い る。 ピ ア ニ ス トで あ る

そ の 娘Philippaは,1969年 に 不 幸 に もベ トナ ム に て 飛 行 機 の衝 突 事 故 で 他 界 し

て い る。
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文 筆 家 と し て の ス カ イ ラ ー は,1926年,Nation誌 に彼 の 論 文"TheNegro-

ArtHokum"が 掲 載 さ れ て 以 来,メ ンケ ンの 弟 子 と 自認 し,"BlackMenken"と

呼 ば れ る よ うに な っ た 。1931年 に,小 説BZαcんNo砿orε,同 年SlaveToday,か

な り問 が 空 くが1966年 に,自 伝BlackandConservativeを 出版 して い る 。 ス カ

イ ラー の死 後1991年,RobertA.Hill等 に よ りス カ イ ラ ー の 書 い た もの がBlack

Empireと して 出 版 され て い る。 そ の編 集 者 の 一 人JohnA.Williamsは,そ の序

の 中 で ス カ イ ラ ー の 言 葉 と して"doneeverythingandanythingamancould

do"と 紹 介 して い る。1

2

BlackIVoMore(1931)フ ラ ンス の旧15歩 兵連 隊 に所 属 した こ とのあ る

黒人MaxDisherと 彼 の友 達BunnyBrownは,バ ー 『レムのHonkyTonkCiubに

出掛 け る。 そ こで ジ ョー ジアの ア トランタ出身であると思われる白人の女性 に心

を引かれ,ダ ンス を 申 し込 むが 拒 否 され る。3年 前 まで貧 乏 医者 で あ っ たDr.

JulliusCrookmanは,ス ポ ンサ ー を得 て3年 間 ドイツ で研 究 の結果,黒 人 を白

人 に変 える治療 法 を開発 する。 クルークマ ンは,黒 人 を 白人 に変 え るこ とで,人

種 問題 が解決 す る と信 じて い る。その話 を聞いたマ ックスは,ク ルー クマ ン博 士

の アメ リカ治療 第一号 となる。その治療 の体験 を女性 リポーターに売 ったことか

ら,マ ックス は大金 を手 に入 れ る。 だが,白 人 にな って み る と白人 と運命 を共に

す ることに不安 を抱 くようになるが,意 を決 してハ ー レムで会 った 白人の女性 を

探すため,ア トラ ンタに向か う。

黒 人が 白人 になれるブームで,ハ ー レム にあ るバ ーニ ーが勤 めているダグラス

銀行では,預 金 を引 き出す人が多 く,銀 行 は危機 に陥 る。ハ ー レムで は,白 人 と

な り,そ こを引越 す人 が多 く,llForRen七"の 張 り紙 が 目に付 き,ク ル ー クマ ン

の医療 行為 に反 対す る運動が起 きる。 これ までkinkyhairを,直 毛 にす る仕事

は 金 に な っ た が,直 毛 にす る黒 人 も激 減 す る。 こ の仕事 で金 持 ちに なっ た

MadameSisserettaBlandishは,AmericanRacePrideL,eagueの 副 会 長 と
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SocialEqualityLeagueの ニ ュ ー ヨー ク支 部 の 支 部 長 を兼 任 して い る が,両 団 体

は会 員 激 減 と寄 付 金 激 減 に よ り,財 政 的 に厳 しい状 態 と な る 。

マ ッ クス は,名 前 をMa七thewFisherと 変 え,人 類 学 者 で あ る と偽 り,白 人 優

越 主 義 を 唱 え るTheNightsofNordicaに 加 わ る。 この 組 織 で,マ ッ ク ス は ク ル

ー ク マ ン博 士 のBlack -No-More運 動 が,白 人 の 脅 威 と成 る事 を強 く訴 え,そ の

GrandExal七edGiramに 選 ば れ,名 声 を高 め る。Black-No-More運 動 は,南 部

に広 が り,黒 人 音 楽,黒 人 独 特 の 笑 い さ え消 え て行 く。 全 国社 会 平 等 連 盟 に寄 付

金 が 無 くな り,そ の機 関紙 ヱ)ilemmaも 経 営 困 難 と な る 。 そ の 団 体 の 主 た る役 員S

Dr.ShakespeareAgamemnonBeard氏,WalterWilliam氏,Dunbar

UniversityのRevHerbertGromeも,そ の 状 況 に 困 惑 し,更 にTheNegroDate

Leagueの 元 会 長JosephBonds氏rア フ リカ 帰 れ 運 動 を提 唱 して い るStantop

Licorice氏 に も,大 き な影 響 を与 え る。

Black-No-More運 動 に反 対 す る 「白 人 の騎 士 団 」 の 組 織 は 拡 大 し,そ の 機 関

紙TheWarningの 購 読 者 は増 大 しs寄 付 金 は多 くな り,マ ッ ク ス こ と マ シ ュ ー

の 名 声 も上 が る。 彼 は,こ の 組 織 の 帝 国 大 魔 人 の 地 位 に在 るHenryGive=nsの 娘

Helenと 結 婚 す る事 と な る。 宜elenこ そ,彼 が ハ ー レム で 出 会 っ た 女 性 で あ っ

た 。 更 に 親 友 の バ ー ニ ー も 白人 とな り,マ シ ュ ー の組 織 に加 わ る。 と こ ろ が,そ

の 頃 か ら金 持 ちの 白人 の女 性 に 黒 人 の 子 供 が 生 まれ た とい うニ ュ ー ス が 報 道 さ れ

る。

マ シ ュ._._の組 織 は あ らゆ る所 に金 を撒 き,ジ ョセ ブ ・ボ ン ズ 氏,今 や 白 人 とな

っ た ス タ ン ト ップ ・リ コ リ ス 氏 も,金 を 受 け 取 り,そ の 組 織 に協 力 す る 。 他 方

Black-No-More運 動 の 治 療 所 も拡 大 し,全 国100箇 所,24時 間営 業 とな る 。 開

業 二 年 後 に は,刑 務 所,孤 児 院,精 神 病 院 以 外 殆 どの場 所 で 治 療 が 行 わ れ,北 部

で は ミュ ラ トー だ けが そ の ま まで,南 部 の ミシ シ ッ ピー 州 で も黒 人 は 珍 しい存 在

とな る。 先 見 の あ る 人 の,「 人 種 問 題 は無 くな る が,白 人 の 間 で 労 働 競 争 が 激 し

くな り,社 会 主 義 に向 か う」 との 警 告 は,政 治 家,企 業 経 営 者 に 脅 威 を与 え る。

「白人 の騎 士 団 」 は,ラ ジ オ 番 組 を買 取,Black-No-More運 動 を弾 劾 す る。

そ の 結 果,ホ ワ イ トハ ウ ス で も 問 題 とな り,つ い にBlack-No-Moreの サ ナ トリ
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ユームに調査 が入 るが,法 的 に問題 は無 く,調 査 の別 の結果 と して,ア メ リカ に

は黒 人が100万 人 しか いない事 が判 明す る。

「白人の騎士 団」 のギブ ンス氏 は,も う一 つ の 白人優 越 団体 の会長Arthur

Snobbraft氏 と協 力 して,民 主党 か ら大 統領 に立候補 す る事 となる。民主党は猛

烈な勢いで共和党 を追い越す所 まで勢力 を拡大する。民主党の 「自人の騎士 団」

の下 で研 究 しているDr.Buggerie氏 の 配下 に,ベ アー ド博 士 が加 わ り,共 和 党

を追 い落 とす最後 の研 究 を している。その研究 は,そ の国の家系 に付 い てで あ る。

2000万 人 を調査 した結果,下 層 階級 の殆 どの人 に黒 人 の血 が流れ,人 口の半分

以上 が5世 代 以前 の記録 が ない事,副 大 統 領候 補 のス ノブク ラ フ ト氏 にも黒人奴

隷の血が入 り,ギ ブ ンス氏 や多 くの上 院議員 に も黒人の血が流れている事が判明

する。マシューの家系 に関す る記録 は無 く,「 白人 にな った黒 人」 との疑惑 が浮

上す る。 さらに悪い ことには,デ ー ターの最終 報告 書が 盗 まれ,ヘ レ ンには黒 人

の子供 が生 まれ る。

投票 日の前 日,ヘ ン リー ・ギ ブ ンスー家 は,自 家用 飛行機 で逃 走 す る。 別の研

究では,人 工 白人 よ りも自然 白人 の方が色が少 し黒いことが判明 し,新 た な混乱

を生 む。 日光 浴 を して皮膚を黒 くし,人 々 は色 の黒 さを競 うようにな る。

3

H,L.Menken2の 弟 子 と 自称 す る だ け あ っ て,ス カ イ ラ ー の毒 舌,風 刺 は鋭 い 。

この 意 味 で,BlackNoIVIoreに お け る彼 の風 刺 は冴 え て い る。 黒 人 が 白人 に な る

Black-No-More運 動 は,黒 人 問 題 と し て は興 味 の あ る題 材 で,副 題 をBeingan

AccountoftheStrangeandWonderfulWorkingofScienceintheLandofthe

Free,A.D.1933-1940と し,そ こ に も ま た 皮 肉 が 漂 っ て い る。

皮 膚 が 白 くな る,さ らに は 白人 とな る とい う事 は,黒 人 の 願 望 で あ り,多 くの

passing小 説 に見 られ る よ う に,黒 人 の 究 極 の 願 い で あ る。 だ が,白 人 に な っ た

主 人 公 マ ック ス の 心 は 揺 れ 動 く。
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Foraminuteorso,Maxstoodirresolutelyinthemidstofthegib-

beringcrowdofpeople.Unaccountablyhefeltathomehereamong

theseblackfolk.Theirjest,scrapsofconversationandlusty

laughterallseemedlikeheavenlymusic_.Bu七then,hesuddenly

realizedwi七hjusta七mytraceofremorsethatthepastwasforever

gone.Hemustseekotherpas七ures,〇 七herpursuits,otherplay-

mates,otherloves.Hewaswhitenow.3

初期の段階では,肉 体 的変化,例 えば,黒 人特 有 の頭 髪kinkyhairr所 謂

Negrolipsも 白人化 す るが,だ が,心 的 問題 は引 用 の よ うに残 され るように思

える。 しか し,ス カイ ラー は この問題 もい とも簡単 に克服 して しまう。科学的読

み物 としてではな く,G.オ ー ウェル のAnimalFarm的 で,そ こが この小説 の面

白 さで もあ る。心 的問題 を解 決 した主人公は,K.K.K団 を仮 想 した 「白人 の騎

士 団」 の主 要メンバー とな り,そ の組織 の メ ンバ ーの前 で,典 型 的 白人優越 主 義

者 と して,次 ぎの様 に語 ります。

....thatawhiteskinwasasureindicationofthepossessionof

superiorintellectualandmoralqualities;thatallNegroeswere

inferiortothere;thatGodhadintendedfortheUnitedStatestobe

awhi七eman'scountryandthatwithHishelptheycouldkeepitso;

thattheirsonsandbrothersmigh七inadvertentlymarryNegresses

or,worse,theirsistersanddaughtersmightmarryNegroes,if

Black-No-More,Incorporated,waspermittedtocontinueitsdan-

r

gerousaCtiVi七ieS.4

自らが過去 に受けて きた事,現 在 自分 が 白人 とな って行 なっている事 を背景 に,

白人 の優 越 性,黒 人 の劣 等性,Black-No-Moreの 治 療 に よっ て,白 人 の優越 性

が汚 染 され る事 を訴 えるか らこそ説得力があ り,マ ックス改 めマ シュ ーはそ の団
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体 のToptwoに ま で 昇 進 す る 。 妻 の ヘ レ ンが 黒 人 の 子 供 を 出 産 した 時,ヘ ン リ

ー ・ギ ブ ンス 家 に黒 人 の血 が 流 れ て い た に もか か わ らず
,マ シ ュ,_.._.は妻 ヘ レ ン を

慰 め るた め に,い と も簡 単 に"You「renotresponsibleforthecolorofourbaby,

mydear.1'mtheguiltyone."5と 告 白す る。

最 後 の どん で ん返 し は,こ の 国 の 人 々 の家 系 に 関 す る報 告 書 が 盗 ま れ,ギ ブ ン

ス ー 家 と マ シ ュ ー は メ キ シ コへ 逃 亡 し,さ らに新 白 人 に 関 す る調 査 で"_.from

twotothreeshadeslighterthantheoldCaucasians,andthatapproximately

one-sixthofthepopulationwereinthefirstgroup."sと の発 表 が ク ル ー クマ ン

博 士 に よ って な さ れ る事 で あ る。 この よ う に,こ の 小 説 が社 会 風 刺 に な っ て い る

事 は 興 味 深 い 。

既 に,気 付 い て い る 人 もあ ろ うが,命 名 に も工 夫 が 凝 ら さ れ て い る。 例 え ば,

Dr.CrookmanのCrook,Snobbcra舐 のSnob,そ の 意 味 は さ て 置 くと して,ス

カ イ ラー の風 刺 の 刃 は,次 ぎか ら次 ぎへ と人 を襲 う。 当 時 の 黒 人 の 主 要 人 物 総 な

め と言 う感 が す る。

黒 人 の 毛 を伸 ば す 仕 事 で 成 功 し,社 会 の リー ダ ー で あ るMadameSisseretta

Blandishは,ALeriaWalker7の 事 で,黒 人(Black)で 大 き く成 功(Grandish)

の 意 味 が 込 め られ,]Jr.ShakespeareAgamemnonBeardは,W.E.B.DuBois

の 事 で,黒 人 の リー ダー 格 を トロ イ戦 争 の総 指 揮 官 ア ガ メ ム ノ ン に置 き換 えs髭

を生 や し威 厳 を持 っ て い る事 か らBeardと 命 名 され,Dr.NapoleonWillington

Jacksonは,JamesWeldonJohnsonでNAACPを 喜 ん で(?)率 い る か ら

Willing,Williamsと を調 合 し,JohnsonをJacksonに 変 え,策 士 的 要 素 か らナ

ポ レオ ン を付 さ れ た の で あ ろ う。WalterWilliamはW.W.の 語 感 か ら リ ンチ の 調

査 を したWalterWhite,元NegroDateLeagueのDr.JosephBonds氏(筆 者 に

は確 信 が な い が,多 分CharlesS.Johllsonの こ と で あ ろ う),SantopLicoriceは,

MurcusGarveyで あ る 。 こ れ らの 内 二 人 は 白 人 に な り,K.K.K.団 と思 わ れ る

「白 人 の騎 士 団」 の 協 力 者 とな り,一 時 的 にDr.Beard氏 も,そ の 団 体 の 支 配 下

に い る 。 風 刺 は ウ イ ッ トと ヒュ ー モ ア を持 ち,攻 撃 の 対 象 を持 つ が,ス カ イ ラ ー

の 場 合,切 れ 味 は鋭 く,面 白 い もの の,結 局 返 す 刀 で す べ て を切 り尽 く し,何 も
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残 ら な い 所 に,不 安 が あ る 。

H.L.メ ン ケ ン の 弟 子 を 自 認 す る ス カ イ ラ ニ の 思 想 を 理 解 す る に は,当 時 彼 が

担 当 し た コ ラ ム 検 討 す る 必 要 が あ ろ う 。1926年6月 号 のNatzon誌 の"The

Negro-ArtHokuml1と 題 す る エ ッ セ イ の 中 で,「,._theAframericanismerelya

lampblackedAnglo-Saxon,....Itissheernonsensetotalkabout'racialdiffer-

ences'asbetweentheAmericanblackmanandtheAmericanwhiteman...."8

と,彼 の 本 質 を ち らつ か せ て い る 。 こ の 観 点 に 立 つ と,ク ロ ー ド ・マ ッ ケ イ,ロ

シ ア の プ ー シ キ ン,デ ュ マ,ポ ー ル ・ロ ー レ ン ス ・ダ ン パ ー,チ ャ ー ル ス ・チ ェ

ス ナ ッ ト,ジ ェ ー ム ス ・ウ エ ル ダ ン ・ジ ョ ン ソ ン に 至 る す べ て の 黒 人 も ア メ リ カ

人 も"yet七heirworkshowstheimpressofna七Tonalityratherthanrace,"sと な

ろ う 。 こ の 論 法 は 人 種 的 相 違 を 無 く し,遂 に は ス カ イ ラ ー の 主 張 す る

Nationalityの 存 在 す ら危 う くす る 。BlackNoMoreの 背 景 に も こ の 考 え 方 が あ

る が,彼 の 風 刺 も そ の た め に そ の 陰 が7く な っ て い る 。

MargaretPerryは,彼 女 の 著 書SilencetotheDrumsに お い て,次 ぎ の よ う

に 述 べ て い る 。

"hisdefectweakenstheimportantunderlyingthesisofthenovel
,

i.e.,theabsurdi七yofcolorprejudice.Whereastheauthorfailsin

satire,hesucceedsincomedy,althoughitmayappeartobelow

andbroad.Subtly,however,innnotMr.Schuyler'savowed

10purpose.

ペ リー女 史も,「 人種 偏 見 の不合 理 」 の ため にテーマが弱 ま り,コ メデ ィー に な

って い る こ とを指摘 している。RobertA.Boneは,ス カイ ラー の 同化 主…義 は,

黒人 ナ シ ョナ リズ ム を攻撃 す る こ とによ り,黒 人 問題 の存 在 と現実 か ら 目を背 け

るもの として次 ぎの様 に評 している。

GeorgeSchuyler曽swritingsprovide,infact,aclassics七udyin
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assimilationism.Inoneofhisearlycolumnshevehemently

attacks"the].iethatNegroeswishtobewhite";yethebasedBlack

NoMoreonthisveryconception.HisattacksonNegronational-

ism,whetheroftheGarveyorDuBoisvariety,runtruetoform.

So,too,doeshisgrowingalienationfromtherealitiesofrace.In

hisearlydaysSchuylerwascontenttodenytheexistenceofadis-

tinctiveNegroarts;todayhedoesnotshrunkfromdenyingthe

existenceofaNegroprobiemiIY

4

SlaveToday:AStoryofLiberia(1931)Takama村 に住 むGala族 の若 者

Zoは,村 長Bongomaの 娘Pametaと 結婚 す る事 となる。祈 祷 師 の01dTaloは,

結婚 式 は うま く行 くが,そ の後 に何 かが起 こる不安 を予 言 します。案 の定,ジ ョ

ンソ ン大 統 領 に新 し く第0地 区長 官 に任 命 され たDavidJohnsonが,兵 隊 を連

れ て そ の村 を訪 れ,酒,食 事,宿 泊 を強 要 す る。 年貢 が 遅 れ ていた事か ら,25

ポ ン ドの制 裁金 と村 長 を鞭打 ちの刑 に処 します。村長 としての威厳 を傷つけられ

たボンゴマは,頭 を下 げなが らも長官 に抵抗 した事か ら殺 され,結 婚 した ばか り

のパ メ タ も妻 にす るために奪い取 られ ます。その行為 に怒 ったゾーは,彼 女 を取

り戻 そ うと首都 モ ンロビアにある長官の邸宅 に忍び込むが,捕 縛 され,鞭 打 た れ,

リベ リアか らか な り離 れ た スペ インの植民地FernandPo島 へ,契 約奴 隷 として

売 り飛 ば され る。

フェルナン ド ・ボー島で,ゾ ー は奴隷 状態 で働 か され るが,パ メ タを助 けるた

め金 を貯 め る。 親友のSokiの 忠告 に もかか わ らず,自 分 を奴 隷状 態 か ら解 放 す

る事 を口実 に,現 地 の産 物 を運 ぶ運転 手 にブ ドウ酒 を与 え,つ い で に女 を買 う。

そ の女 に秘密 を打 ち明け協力 を依頼す る。計画が成功す る直前,そ の女 も運転手

もグルで,結 局 ゾー は逮 捕 され る。逮 捕 されたゾーは苦役 を強い られ,遂 にマ ラ

リアに罹 り生死 をさ迷 う。
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二年が過 ぎ,隷 属状 態か ら解 放 され,モ ンロ ビアに到着 す るが,ま た も逮捕 さ

れ,大 切 な所持 金7ポ ン ドも罰金 として取 り上 げ られる。最悪の事態 を免れたゾ

ーは
,故 郷 の タカマ に向か う途 中で,今 や公 共事業 長官 に任命 された ジ ョンソン

の行な う自動車道路作 りに従事する配下 に捕 まり,無 償 労働 を強要 され る。隙 を

見 て森 に逃げこみ,タ カマ に急 ぐ。途 中病気 で死 にかけている自分の妻パ メタに

再会する。彼女は自分がこんな身体 になったのは長官の所為 であると訴えなが ら,

ゾーの腕 の なかで この世 を去 る。復讐に燃 えるゾーは,ジ ョンソ ン長官 の居場所

を見 つ け,忍 び込み長 官 を草刈 ナ イフで殺 害するが,彼 もまた警護 兵 の銃 弾 を受

け,こ の世 を去 る。 自由党 のTomSaunders,検 事総 長 のRufusHendersonの

努力 に もかか わ らず,保 守党 の ジ ョンソ ン大 統領 は,投 票 の妨 害,投 票箱 のす り

替 えに よ り,大 統領 に再選 され る。

5

こ の 小 説 は,ス カ イ ラ ー 流 に タ イ トルSlane7bdα ッが,ア イ ロ ニ ー と な り,

BlackNoMoreに 見 られ た風 刺 は,影 を潜 め て い る。 そ の た φ に プ 「ロ ッ トに集 中

で きる事 は,あ る意 味 で は,前 進 と言 え よ う。 この 小 説 の誕 生 の経 緯 は,当 時 リ

ベ リア12に,奴7'制 が 現 存 す る こ と を知 っ たNa七TonalUrbanLeagueのCharles

S.Johnsonがrス カ イ ラー に調 査 を依 頼,そ の 報 告 書 と して 出 版 さ れ た 事 に あ

る。小 説 の序 にお い て,ス カ イ ラー は,ゾ ー,ソ キ,パ メ タ,村 長 ボ ン ゴマ 等 は,

実 在 した 人 物 をモ デ ル に した と明 言 し,リ ベ リ アの 奴 隷 制 に つ い て 次 ぎの 様 に語

〆
っ て い る。

'ケ

7nLiberiathismodernservitudeisstrikinglyironicbecause

thisblackrepublicwasfoundedbyfreedNegrosalvesfromthe

UnitedStatesacenturyagoashavenforalloppressedblackpeo-

ple.Itsproudmottoreads,"TheLoveofLibertyBroughtUsHere,

llbuttheaboriginesfindlittlelibeTtyundeTtheirNegromasters .13
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虐げ られたアメリカ黒人が,新 た な奴 隷制 度 を作 った事 は,ア メ リカの二重 の

犯 罪 であ ろ う。この小説 の主人公 と思われるゾー もパメタも,小 説 の最終 部分 で,

姿 を消 し,小 説 と して飾 り物 の ように も思、える。途中ゾーの農村支持派 とソキの

都会支持派の興味ある論議が展 開され るものの,こ の小説 で は活 か され てい ない。

ス カイラーは事実 を尊重す るあまり,ゾ ー とパ メ タの ク ライマ ックス と,カ タル

シス を完全 に潰 して い る。 強いて述べ るなら,タ イ トルの奴隷 制 こそ,そ の主 人

公 と言 え よう。

ArthurPDavisは,

べ て い る 。

彼 の 著 書FromtheDarkTowerに お い て,次 ぎの様 に述

SlaveTodayisnotagoodnovel.Schuylerreallydoesnotpos-

lessthemind-setnecessarytowriteagoodworkoffiction,partic-

ularlyonethatdeals,asthisvolumedoes,withromanticlove.

Schuylerhasagoodjournalist冒smind,asatirist'smind,buthis

mindistooa皿alyticalandlogicaltodojusticetothetragiclove

storyheattemptsinSlaveToday.Asaresult,whatshouldbe

thesoul-searchingexperiencesofZoandPameta,hisprincipal

characters,simplydonotmoveus,fortheyandtheotherprotago-

nistsdonotcomefullyalive.Theyarepuppetstheauthormanipu-

1atestodescribethehorribleconditioninI」iberiain1931.14

デ イ ヴ ィス は,ス カ イ ラ ー の ジ ャ ー ナ リス トと して の 知 性,風 刺 家 と して の 知

性 を賞 賛 しなが ら も,「 良 い小 説 を書 くた め に必 要 な心 の 準 備 の 欠 如 」,具 体 的 に

は ジ ャ ー ナ リス トの 「論 理 性 」 と 「分 析 力 」 が,SlaveTodayの 障 害 に な って い

る こ と を指 摘 して い る 。 更 に デ イ ヴ ィ ス は,"oneofthenation'smostconserva-

tivewriters,blackorwhite,andoneofthemostunrelentingenemiesofthe
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SO-calledCommunistconspiracy"15と も評 して い る。 そ の 評 の 原 因 は何 処 に あ

る の だ ろ うか 。

ス カ イ ラー の 文 筆 家 と して の 出発 は,社 会 主 義 的 運 動 家 で あ り,学 者 で もあ る

C.S.ジ ョ ン ソ ン に見 出,され,そ の 機 関 紙 『メ ッセ ン ジ ャ ー 』 の編 集 に携 わ る 事

か らで あ る 。BlackNoMoreの タイ トル,SlaveTodayの 奴 隷 制 批 判 に左 翼 的傾

向 が 伺 え る。 だ が,、SlackNc)Moreで は,NAACPもUrbanLeagueも,ま た そ

れ に 関 わ る 人 々 も彼 独 特 の 風 刺 で 葬 り去 っ た た め に,ボ ー ン も指 摘 した よ うに,

ス カ イ ラ ー の 同化 主 義 的 側 面 が 顕 著 とな っ て い る。 彼 の 鋭 い 分 析 力 と論 理 性 は,

自 ら立 つ 側 に も向 け られ,自 分 の 立 つ 組 織 関 わ る人 間,論 拠,そ れ ら を彼 の 鋭

い 風 刺 に よ り破 壊 す る 。 結 局,彼 の 向 か う所 はそ の 逆 方 向 に な ら ざ る を得 な い 。

次 に 問 題 と な る の はNancyCunardのNegro(1934)の 中 で の,Eugene

Gordonの"anopportunistofthemostodioussort"と の 発 言 で あ る。 ゴ ー ドン

は フ ロ リ ダ に 生 ま れ,且oward,Boston大 学 で 学 ん だ 後,1919年 か らBoston

Postの 社 説 担 当,後 に 「オ ポ チ ュ ニ テ ィ ー 』,TheAmericanMercuryに 寄 稿 し

た 人 で あ り,ス カ イ ラー と同 じ分 野,時 に は 同 じ機 関誌 に 関 わ っ て い る 。 良 く知

っ て い る 人 物 の発 言 ど して,顧 慮 に入 れ て お か な け れ ば な ら な い で あ ろ う。 一 つ
、

の 例 証 と して,1926年 のCarlVanVechtenの 小 説NiggerHeavenが もた ら し た,

黒 人 間 の 大 論 争 が 挙 げ ら れ よ う。 こ の 間 の 詳 しい 状 況,論 争 は 拙Carlman

%cん'eπ'丁 肋 砿 αη απd屠8EoZe`η 晒 εHαrJe珊B2η α`88απce(1983,成 美 堂)16

で 論 述 して い る の で 詳 細 は省 くが,こ の 秋 か ら,翌 年 に か け て バ ン ・ベ ク テ ンを

支 持 す るJ.W.Johnsonを 中 心 とす る所 謂 ハ ー レム 派 と反 対 の デ ュ ボ イ ス を 中心

とす る グ ル ー プ に分 か れ て 論 争 が 展 開 され た 。 バ ン ・ベ ク テ ンは,ス カ イ ラー と

の 関 係 か ら,自 分 の 支 持 派 と考 え て い た 。 ハ ー レム ル ネ サ ン ス後,1950年 に ス

カ イ ラ ー が"TheVanVechtenRevolutionll17を,書 い た 時,当 に そ の 関 係 と支

持 派 の 態 度 を 明 確 に し て い る 。 だ が,1926年11月4日 は,異 な っ た態 度 で 『ニ

ガ ー ・ヘ ブ ン』 に反 対 す る 論 説 を行 な っ た。 拙 論 で は ス カ イ ラ ー の そ の 態 度 の微

妙 さ を指 摘 して お い た が,ゴ ー ドンの指 摘 は,ス カ イ ラー の 本 質 の0部 を指 摘 し

て い る も の と言 え よ う。 好 意 的 に考 え る な ら,あ の 日の 会 場 の 異 常 な 雰 囲 気 と,
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彼 の 性 格 か ら,opportunistに な ら ざ る を 得 な か っ た か の か も しれ な い 。

ス カ イ ラ.__.は,SlaveTodayの 最 後 の 所 で,再 選 さ れ た 大 統 領 が,ゾ ー に 殺 さ

れ た ジ ョ ン ソ ン 長 官 に 対 し て,最 大 に 皮 肉 を 込 め て,"'Andwhat'smoreimpor-

tant,'musedthePresident,halfaloud,'heisn'tburdenedwithscruples,'Il18と

語 らせ て い る 。NiggerHeaven争 で の,彼 の 態 度 を,ス カ イ ラ ー は 旧Whatls

moreimpotant,'musedhimself,halfaloud,'Imustcatchthe皿indofaudience

withshaftsa皿dDarts.口119と 言 い た げ で あ る 。 い ず れ に し て も,ス カ イ ラ ー は,

ハ ー レ ム ・ル ネ サ ン ス の 中 で,独 特 な 形 で 存 在 し た 事 は 確 か で あ る 。
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